
「ポップコーン’ｓの皆さんと町長との語る会」記録（H30.10.9）　参加者  10人（男性1人・女性9人）

No. 質問事項等 回　答　等 対応課等 各課の対応

1

小学校へのエアコンの設置についてどのよう
に考えているか。

「町長」
　子供たちが集中して学習できる教育環境の整備を図るために
も、エアコンの設置を進めていかなければならないと思ってい
る。
「教育課長」
　事業費に対する補助として国から１／３の支援があるもの
の、残り２／３はすべて自治体負担となるため、町としては財
源の確保が必要となる。今年度は小学校へのエアコン設置に関
する調査費用を計上しており、その結果を踏まえて、財政当局
と協議しながらできるだけ早期に設置できるよう対応してまい
りたい。

教育課
（学校教育係）

（左記回答のとおりです）

2

１０ヶ月検診を実施していただきたい。三川
町では７ヶ月検診以降、１歳６ヶ月検診まで
の約１年間検診がなく、初めて子供を育てる
母親にとっては心配で仕方がない。実際、自
己負担して検診を受けている方もいるのでぜ
ひ検討していただきたい。

「町長」
　要望として承り、担当課に対応できるかどうか検討するよう
指示したい。

健康福祉課
（健康係）

　本町では成長発達上必要
な時期に健診が受けられる
ように努めています。ま
た、１歳０～２ヶ月児対象
の事業で身体計測や相談を
行っています。平成３１年
度からは定期的に発育発達
に関する相談会の開催や、
役場でいつでも相談が受け
られる体制づくり（母子健
康包括支援センターの開
設）について検討中です。

3

猪子町内会にある公園の遊具が老朽化し非常
に危険である。改善をお願いしたい。

「町長」
　町が管理する公園の遊具については、町が定期的に管理を
行っているが、町内会が管理する公園の遊具については、社会
福祉協議会の支援制度を活用しながら行っていただいている。

ー 　当該箇所の公園及び遊具
の管理は猪子町内会になり
ます。
　社会福祉協議会では、町
内会が実施する遊具の点検
管理費用の一部を補助して
おり、制度の紹介と併せ
て、要望があったことを猪
子町内会に連絡します。



4

防災行政無線による「安全安心みかわの日」
の放送について、放送される午後２時半ころ
は乳幼児がお昼寝をする時間帯であり、放送
で目を覚まし、不機嫌になることが多い。防
犯の観点から、またこれまでの検討の経過も
あり、現在のやり方で放送されているのだと
思うが、できれば放送は１日だけにするな
ど、日数を減らすよう検討していただきた
い。

「町長」
　以前、不審者が発生し、下校する小学生を守るための対策と
して検討を重ね、現在の方法で実施してきたが、担当課に改善
できるかどうか検討するように指示したい。

教育課
（学校教育係）

総務課
（危機管理係）

（学校教育係）
　下校時の安全対策として
地域の「安全みつめたい」
の方々からの見守りを促す
目的で、毎月初め１週間の
平日に放送しています。放
送回数については減らす方
向で検討していきます。

（危機管理係）
　放送日を減らすこととし
た場合は、青色パトロール
カーを活用したパトロール
活動を継続し、見守り活動
を促していきます。

5

今後整備される予定の「子育て交流施設」に
ついて、一般駐車場のほかに、乳幼児同乗者
優先駐車場として３０台分整備する予定であ
ることがわかり、子育て世代の母親として非
常にうれしい限りである。他の施設でも同様
の配慮を行っていただけるとありがたい。

「町長」
　乳幼児同乗者優先駐車場については、駐車スペースをカラー
舗装したり、降雪時の滑り止め対策を施すなど検討していきた
いと考えている。

企画調整課
（企画調整係）

　今後の施設整備について
は、設計段階で子育て世代
に配慮した駐車場整備を行
うよう心がけていきます。

6

上記のような配慮を行政が行っても、若者や
健常者が平気で優先駐車場に車を停めている
のを良く見かける。どこまでできるかはわか
らないが、駐車場整備とあわせてマナー啓発
も行っていただきたい。

ー 健康福祉課
（福祉係）

　山形県では、障がい者や
妊産婦等の駐車スペースを
確保するため、「身体障が
い者等用駐車施設利用証制
度」に取り組んでいます。
この制度が適切に運用され
るためにドライバーの皆さ
んにご協力をお願いしてい
るところであり、町におい
ても制度の周知を図ってい
きます。



7

冬期間のスクールバス運行について、青山町
内会の小学生は、１、２年生がバス利用、３
年生以上は徒歩となっている。全学年がバス
利用できないものか。

「町長」
　保護者に対する丁寧な説明が必要であり、教育課で適切な対
応を行う。

教育課
（学校教育係）

　スクールバスは町で定め
た運行基本方針に従って運
行しています。この方針に
より乗車できる児童は、原
則として①片道通学距離が
３.５km以上の町内会の全学
年児童でありますが、これ
までの方針見直しにより、
②０.５km以上にわたり、人
家の連続しない地域を通過
する土橋、堤野、横内、竹
原田、加沼、小尺、青山、
尾花、猪子、東沼、すみよ
し、押切中町（潴地区）、
落合、土口の町内会の１年
及び２年児童についても冬
期間乗車できるように拡充
しています。
　現時点において、バスの
運行体制面及び児童の心身
の成長面から、全学年のバ
ス乗車は考えていないとこ
ろです。

8

子育て支援センターの利用時間を午後３時こ
ろまで延長していただきたい。特に乳児は午
前中の外出が難しい。（この意見は、当サー
クルの複数のメンバーから要望あり）

「保育園主幹」
　今後整備予定の「子育て交流施設」の開所に合わせて、開所
時間の拡大をする予定である。

健康福祉課
（保育園係）

（左記回答のとおりです）

9

健康福祉課で実施している「プレママカ
フェ」に参加した。先輩ママのリアルな話を
聞くことができ非常によかった。そのなか
で、月齢にあわせ必要なもの、不要になるも
のは必ず出てくるので、そういう場で使わな
くなったベビー用品などを売り買いできるシ
ステムがあるととても良いと思う。

「町長」
　要望として担当課へ伝え、対応可能かどうか検討するよう指
示したい。

健康福祉課
（健康係）

　不要になったベビー用品
を役場で預かることは保管
場所の確保や物品管理上困
難です。また、リサイクル
ショップが増えたことや
ネットでの売買など、売り
買いできるシステムが地域
で十分備わっていると考え
ています。



10

三川町にはファミリーサポートセンターがな
いので、設置を検討していただきたい。

「町長」
　シルバー人材センターで介護関係の生活支援を行っており、
子育て関係についても対応できるか検討することもできるので
はないか。ただし、三川町はエリアが狭く、顔見知りも多いこ
とから、設置しても利用につながらないことが懸念される。

健康福祉課
（保育園係）

　本町では人口規模が小さ
いため設置していません
が、庄内北部・南部定住自
立圏の形成に関する協定に
より、酒田市・鶴岡市の事
業利用が可能となってお
り、これを活用していただ
きたいと思います。
　また、子どもを一時的に
預けたい場合であれば、町
内保育園での一時保育も利
用可能ですのでご活用くだ
さい。

11

妊娠中に不安になり、適切なアドバイスを求
め、鶴岡市のにこ・ふるを利用した。専門知
識のある臨床心理士が相談に応じてくれて精
神的にゆっくりした。妊婦の相談は共感を求
めているのではなく適切なアドバイスを求め
ていることが多く、町にも専門職員を配置し
て対応していただきたい。

「町長」
　切実な要望であることは十分理解できるので、町としてどの
ような対応ができるか検討したい。

健康福祉課
（健康係）

　妊娠中から子育て期の方
の相談を随時受けられる体
制整備（母子健康包括支援
センター）について検討し
ています。国の示す職種要
件を基に、保健師・助産師
での対応を考えています。

12

祖父母の子育ての常識が、今のやり方に合致
していないことが多々あるため、孫親を対象
にした（子育ての新常識的な）指導手帳を作
成していただけるとありがたい。

「町長」
　要望として承り、担当課に対応できるかどうか検討するよう
指示したい。

健康福祉課
（健康係）

　祖父母には子育ての良き
理解者･協力者であってほし
いと願うところでありま
す。今の時代にあった育児
のポイントを理解していた
だけるよう祖父母向けのミ
ニ育児ガイド（祖父母手
帳）の配付について検討し
ていきます。



13

押切地区の通学路の歩道について、歩くとこ
ろがグレーチングでなければならない理由は
何か。大変危険であり改善していただきた
い。

「町長」
　道路幅の確保が難しく、歩道確保のためやむを得ず側溝への
ふた掛けをしている。現在、担当課でも思案中と聞いている。
今後の対応策について後日、担当課より回答させたい。

建設環境課
（建設係）

　当該箇所については、町
道の幅が狭小なことから、
通学児童の安全確保のため
隣接している排水路、農業
用用水路の上を通行できる
ようにしてほしいという、
押切小学校ＰＴＡや地域の
強い要望により通行帯とし
て整備を図ったものです。
グレーチング設置箇所にお
ける安全確保のため、グ
レーチングの上を走らない
ようにする指導を学校の協
力を得ながら実施していま
す。
　また、グレーチング蓋へ
の滑り止め塗装や、蓋の板
ずれ防止対策などを実施し
ているところです。


